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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本人間工学会（JES）及び一

般財団法人日本規格協会（JSA）から工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，

日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS X 8341 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS X 8341-1 第 1 部：共通指針 

JIS X 8341-2 第 2 部：情報処理装置 

JIS X 8341-3 第 3 部：ウェブコンテンツ 

JIS X 8341-4 第 4 部：電気通信機器 

JIS X 8341-5 第 5 部：事務機器 

JIS X 8341-6 第 6 部：対話ソフトウェア 

JIS X 8341-7 第 7 部：アクセシビリティ設定 
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日本工業規格          JIS 
 X 8341-6：2013 
 (ISO 9241-171：2008) 

高齢者・障害者等配慮設計指針－ 
情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス

－第 6 部：対話ソフトウェア 
Guidelines for older persons and persons with disabilities- 

Information and communications equipment, software and services-  
Part 6: Guidance on software accessibility 

 
序文 

この規格は，2008 年に第 1 版として発行された ISO 9241-171 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，仕事，家庭，教育及び公共の場で用いるソフトウェアをアクセシブルに設計するための人

間工学上の手引及び明細事項について規定する。この規格は，一時的な障害のある人及び高齢者を含め，

身体，感覚及び認知能力において多様な広がりをもつ人々にとってアクセシブルなソフトウェアの設計を

扱う。この規格は，JIS Z 8520～JIS Z 8527，JIS Z 8530，及び JIS Z 8531-1～JIS Z 8531-3 で扱う一般的な

使用性設計を補完するという立場で，ソフトウェアのアクセシビリティについて考慮すべき事項を扱う。 

この規格は，インタラクティブシステムのアクセシビリティの問題に適用する。この規格では多様なソ

フトウェア（例えば，事務用，ウェブ，学習支援及び図書館システム）を扱う。 

この規格は，より広く多くの利用者にとってシステムの使用性を高めることを目指している。また，イ

ンタラクティブシステムの重要な構成要素としての支援技術の用い方について扱い，支援技術（支援ソフ

トウェアを含む。）の振る舞い，及び支援技術そのものへの要求事項については扱わない。 

この規格は，ソフトウェアのプラットフォーム及びアプリケーションの仕様決定，設計，開発，評価及

び調達に携わる人が使用することを意図している。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 9241-171:2008，Ergonomics of human-system interaction－Part 171: Guidance on software 

accessibility（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの


